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本⽇の内容

•これまでの⽇本の対応
•実地疫学調査の重要性
•事例からの教訓
•公衆衛⽣的な今後の懸念
•COVID-19発⽣後2回⽬の冬に向けて
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これまでの⽇本の対応

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
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⽇本の初期対応 (1)

•国内輸⼊例の早期発⾒
• 中国での流⾏状況を知る⼿がかり

•武漢チャーター便
• 無症状・軽症例に関する認識

•ダイアモンド・プリンセス号
• 感染性
• ハイリスク者の重症化事例の経験 0
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武漢チャーター便
(Jan 29-Feb 17)

ダイアモンド・プリンセス号
(Feb 3 –Mar 1)

中国からの国内輸⼊例
(Jan 15)
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⽇本の初期対応 (2)

Nishiura H., et al. MedRxiv
https://doi.org/10.1101/2020.02.28.20029272

COVID-19ほとんどの患者は
２次感染を起こさない

わずかな患者が
多数に感染
クラスターを形成

COVID-19はクラスター
（スーパースプレディングイベント）
の連鎖で拡⼤する。

保健所による地道な積極的疫学調査の集積による成果
- 4-
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クラスター対策とは何か
•よくある誤解
• “クラスター潰し”ではない
• 「クラスターが追えなくなったら終わり」ではない
• 後ろ向き調査＝クラスター対策ではない

•「クラスターの形成と連鎖」が新型コロナウイルス感染症流⾏
ダイナミクスの本態である、という考えに根ざした⼀連の対策

•クラスターを形成する場や特性を明らかにし、クラスターの発⽣
を予防する⾏動につなげることによる流⾏制御戦略
（3密対策、多⼈数の集会の禁⽌など）
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⽇本の初期対応（３）
•緊急事態宣⾔
• 外出⾃粛要請
（⼈流7-8割削減）
• ⼤規模イベント
開催の制限

•まん延防⽌等重点措置
• 飲⾷店等営業時間短縮

厚労省アドバイザリーボード10/7 資料3４ー①
東京都医学総合研究所⻄⽥先⽣提出資料

実効再⽣産数

夜間滞留⼈⼝
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第3波・第4波・第5波

変異株の出現
•アルファ株（第4波）
•デルタ株（第５波）
深刻な医療逼迫
•関⻄（第4波）
•⾸都圏（第５波）

https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000835192.pdf

デルタ

アルファ

R.1

B.1.1.214

B.1.1.284
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9

急速に減少した第５波

複合的な要因︖
•ワクチンの効果
•ハイリスク⾏動を控えた
•帰省⾃粛等呼びかけの効果
•⼈流
•特にワクチン未接種者世代が
外出を控えた︖

•気温等季節的要因
東京都モニタリング会議資料 10/7
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急速に減少した第５波

複合的な要因︖
•ワクチンの効果
•ハイリスク⾏動を控えた
•帰省⾃粛等呼びかけの効果
•⼈流
•特にワクチン未接種者世代が
外出を控えた︖

•気温等季節的要因

6⽉頃に⽐べて、集団での
感染効率が~35%減少

-35%

厚労省アドバイザリーボード10/7
⻄浦教授提出資料

より演者が抜粋し⽮印等追記

⼈⼝レベルの免疫による感染・伝播性へのインパクト
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11東京都モニタリング会議資料 10/7より演者が⽮印等追記

緊急事態宣⾔後半
の⼈流の戻りが少ない
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厚労省アドバイザリーボード 2021年10⽉7⽇ ⻄⽥先⽣提出資料
- 11-
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ワクチンの導⼊

•発⽣から1年余りで市場へ
•特にmRNAワクチン（ファイ
ザー社・モデルナ社製）は⾮常
に⾼い効果
•ワクチンの効果
• デルタ株以前
• 感染予防効果あり!?

• デルタ株以後
• 重症化・死亡予防効果は変わらないが
• 2回接種が重要
• 3回⽬接種が必要︖

⽇本はスタートは遅れたが、急速に接種率を伸ばしている

COVID-19ワクチン接種完了率の各国⽐較

- 12-



ワクチン接種と感染リスクが⾼い⾏動の抑制がまだまだ必要

ワクチン2回接種 感染者数

シンガポールはワクチン2回接種70％以上を達成。
しかし、緩和した途端に感染者急増

- 13-



ワクチン関係の最近の議論

厚⽣科学審議会 (予防接種・ワクチン分科会) 2021年9⽉17⽇

原則同⼀ワクチン
⼀定の要件のもとで可
27⽇以上の間隔

原則として
13⽇以上空ける

・2回を推奨
・回復した段階で
・モノクロ抗体治療後
90⽇経過後を推奨してい
る国があることを説明

必要あり
おおむね8か⽉以上後
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抗体医薬の供給

厚労省アドバイザリーボード 2021年10⽉6⽇ 参考資料４
- 15-
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新型コロナウイルス感染症(COVID-19)対策
これまでの⽇本の対応

•早期検知と積極的疫学調査により、未知の感染症の感染動
態（ダイナミクス）を早期に明らかにし、クラスター対策*
を実践してきた。
* 「クラスターの形成と連鎖」が新型コロナウイルス感染症流⾏ダイナミクスの本態

である、という考えに根ざした⼀連の対策

•広範に社会での⼈々の接触機会を抑制する対策の組み合わ
せにより、感染者の急増による医療ひっ迫を防ぎ、死亡者
を抑制する対策をとってきたが、第４波・第5波では深刻な
医療ひっ迫が⽣じた。
•ワクチン導⼊、抗体医薬の供給等、医学・医薬的対抗策が
整いつつある。
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最近の事例からの教訓

•⾼齢者の会合
•介護・福祉施設等
•学⽣・⽣徒のスポーツ⼤会
•⼤型商業施設等
•外国⼈コミュニティ

- 17-



⾼齢者の会合

•⾼齢者を対象とした催事場（ショッピングモールでの対⾯
販売等）での数週間程度の⽐較的⻑期間のイベント
•イベントでは、物品の無料体験会、説明会などの場⾯で、地域の⾼
齢者が連⽇、時に繰り返し訪れている様⼦が観察された。
•地域の⾼齢者が集まり、参加者（利⽤者）同⼠での談笑、飲⾷を通
した憩いの場
•特に扱う対象が⾷品の場合、試飲や試⾷などマスクを外す機会が
あった
•利⽤者間ではなく、感染した従業員が感染伝播に寄与した事例が
あった可能性

⾼齢者の会合等、⼈が集う場⾯での新型コロナウイルス感染症に関する感染事例の所⾒と
公⺠館や体育館等を利⽤する際の感染対策についての提案 （2021/9/25 感染研HP)
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介護・福祉施設等における感染対策の脆弱性

福岡県新型コロナウイルス感染対策調査:介護・福祉施設等における課題 (IASR Vol. 42 p201-203: 2021年9⽉号)

>

>

>

>
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学⽣・⽣徒のスポーツ⼤会

全国⾼等学校選抜アイスホッケー⼤会における新型コロナウイルス感染症（COVID-19）事例 (速報掲載⽇ 2021/9/27)

- 20-



⾼校⽣のスポーツ⼤会における新型コロナウイルス感染症の
クラスター発⽣防⽌に関する提案
2021年8⽉31⽇時点 国⽴感染症研究所実地疫学研究センター

代表的な所⾒︓

• ⾼校⽣を中⼼とするスポーツ⼤会の場で、遠征チームによる⽐較的規模の⼤きなクラスターが
複数発⽣した

• ⼤会数⽇前から現地で⾏われていた事前合宿や公式練習で感染が拡⼤したと推測される事例が
あった

• 接触程度の強い室内の競技ほど対戦チームへ感染させている可能性があったと考えられた

• ⼀⽅で、競技よりも、滞在中の宿泊施設における集団⽣活の中で、飲⾷やマスクのない会話が
多数あったことが、感染拡⼤の主要な原因であった事例も散⾒された

• 発症した⽣徒は軽症で、翌朝の健康観察時には症状が消失し、本⼈の⾝体的には競技可能な状
態と⾒受けられたことが多く、その後の競技継続が感染拡⼤要因の⼀つとなった場合があった

• ⼤会における感染対策マニュアルは作られているが、順守されていることを確認する⽅法がな
かった

• ⽣徒が必ずしも発端例ではない事例もあった。

- 21-



百貨店・ショッピングセンター等⼤型商業施設の事業者、
従業員、及び産業保健スタッフの皆さまへの提案
2021年8⽉12⽇時点 国⽴感染症研究所実地疫学研究センター

代表的な所⾒︓

• 売り場における従業員の衛⽣意識は⾼く、マスク着⽤は概ね適
切に⾏われていたが、⼿指衛⽣などさらに改善すべき点を認めた

• 時間帯によって、客が密集した状態になる売り場を認めた

• 従業員が利⽤する⾷堂や休憩所等で密となりがちな環境を⼀部
認めた

• 店舗による接触者の把握や管理が⼗分ではなかったと考えられ
た状況を⼀部認めた

- 22-



外国⼈コミュニティ

沖縄県⽴中部病院 ⾼⼭義浩医師提供

背景要因を考慮した
アプローチの重要性

- 23-



共通すること
•個⼈の感染対策︓マスク着⽤・⼿指衛⽣
•⾏動管理
•リスク⾏動を控える
•就業管理
•体調が悪ければ休ませる
•環境管理
•休憩場所の密・⾷事・お茶・タバコに注意
•換気
•早期検知と対応

- 24-



換気の⽅法

換気を⼗分に実施する具体的⽅法
• 機械換気設備がある場合には、施設使⽤時には常時運転する。

• 寒さや暑さに配慮しながら、窓とドアをなるべく常時開放して、部屋の空気がこもらない
ようにする（暖冷房の利⽤や着⾐に配慮しながら、より換気を確保する）。

• 扇⾵機、サーキュレーターなどで、屋内の空気を動かして空気の淀みを少なくする。

• 特に換気が⼗分ではない場合、滞在時間を最⼩限にすることが望ましい。

• ⼆酸化炭素濃度の測定機器（CO2センサー）を利⽤して、換気の確認を⾏うことが出来る
（従来必要とされている換気量があれば、1000ppm程度以下になる。必要な換気量を確
保するためには、800ppmを超えたら窓開け換気等の換気対策を⾏うことが望ましい。ま
た、測定器の値が適切かどうか、定期的に確認する）。

⾼齢者の会合等、⼈が集う場⾯での新型コロナウイルス感染症に関する感染事例の所⾒と
公⺠館や体育館等を利⽤する際の感染対策についての提案 （2021/9/25 感染研HP)

- 25-



ゲノム疫学の時代

Single introduction of SARS-CoV-2 at DP cruise ship outbreak
(Sekizuka T, J Travel Med, 2021) 

ウイルスゲノム解析により、疫学調査
結果に科学的裏付けが付与される
時代に。

注）ゲノム解析はアルファ株・デルタ株等の
変異株を単に判定するツールではありません。

右図︓ダイヤモンド・プリンセス号に
おける遺伝⼦解析図（ハプロタイプネットワーク
図）。⼀つの感染源から船内で感染拡⼤した
ことが⽰唆される。

- 26-



ゲノム疫学の時代

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/041200/d00203179_d/fil/jireisyu2.pdf

和歌⼭県の
活⽤事例︓

疫学調査による
県内の発⽣状況

- 27-



迅速な情報還元

例︓「趣味など余暇活動」における集団感染事例について
国⽴感染症研究所実地疫学専⾨家養成コース（FETP)

同感染症疫学センター (2020/12/4)

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/covid-ex/
- 28-



迅速な情報還元

- 29-
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クラスター対策の課題

•積極的疫学調査の⼈材養成と確保
•広域発⽣を想定した情報共有と統合
•⾃治体間／地⽅⾃治体-政府間
•法的根拠と信頼関係

•デジタルツールの活⽤による効率化
•ゲノム疫学
•リスクコミュニケーション

- 30-



公衆衛⽣的な今後の懸念

•ワクチン効果の減衰
•デルタ株
•接種後の減衰

•新たな変異株︖

•インフルエンザ
•ほぼ２シーズン経験して
いないことによる免疫低下

•気の緩み
•緩んだ気持ちを元に戻すの
は難しい?

- 31-



ワクチン効果の減衰の懸念

国⽴感染症研究所. 懸念される変異株(VOCs)に対するワクチン有効性について. 2021年9⽉5⽇現在より抜粋.
- 32-



ワクチン効果の減衰の懸念
•有効性が経時的に減少する可能性

•ただし、接種後の時間経過による減衰とデルタ株の免疫回避能による効果減少
と明確に分けて解釈することは難しい

厚⽣科学審議会 (予防接種・ワクチン分科会) 2021年9⽉17⽇

- 33-
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変異株の脅威

変異株の出現
•アルファ株（第4波）
•デルタ株（第５波）

深刻な医療逼迫
•関⻄（第4波）
•⾸都圏（第５波）

デルタ

アルファ

R.1

B.1.1.214

B.1.1.284

厚労省アドバイザリーボード10/7 資料
より演者が抜粋し株名を追記- 34-



アルファ

ガンマ

ベータ

デルタ
8%

4%

80%

60%

outbreak.infoより

懸念される変異株（VOCs: Variants of Concern）が占める割合

- 35-



変異株の脅威
•ミュー株、ラムダ株、、、
• 南⽶で増加が⾒られたが、今はデルタ株に押されて減少へ

•現時点では圧倒的なデルタ株
• これを上回る株がもし現れたら!?
• 欧州CDC (9/30)のレポート「他の変異株の懸念されるシグナルなし。今年いっぱいは新たな変

異株による⼤きなインパクトはないだろう However, there are currently no concerning signals 
for other variants in the EU/EEA, so no major impact on the epidemiological situation in 
the EU/EEA before the end of 2021 is expected from emerging VOCs. 」

•変異株の脅威を抑制するには、感染規模を⼩さく抑えるしかない
• 変異株が出現しやすい状況を⽣まない
• 発⽣動向、疫学的性状のモニタリングができる状況に
• クラスターを把握して消し⽌められるように
• ゲノム情報の現場での迅速な解析も重要

- 36-



インフルエンザと新型コロナの同時流⾏はあるのか

https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-m/813-idsc/map/130-flu-10year.html

2020年

2021年

- 37-



世界的にも
インフルエンザは⼤幅に減少したまま

WHO Global Influenza Programme https://www.who.int/teams/global-influenza-programme/surveillance-and-monitoring/influenza-surveillance-outputs
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Olsen SJ, Winn AK, Budd AP, et al. Changes in 
Influenza and Other Respiratory Virus Activity During 
the COVID-19 Pandemic — United States, 2020–2021. 
MMWR Morb Mortal Wkly Rep 2021;70:1013–1019. 

インフルエンザ

⼀般的な
コロナウイルス

ヒトメタニューモウイルス

RSウイルス

パラインフルエンザウイルス

アデノウイルス

ライノ／エンテロウイルス

• かつてのレベルに戻り
つつあるものも
• これまでとは
異なる季節性︖

新型コロナウイルス以外による呼吸器感染症も予断を許さず

⽶国の呼吸器感染症ウイルスサーベイランスデータ
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リスク低減策を施しながらの
⽇常⽣活への慎重な回復が求められる

- 40-
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感染対策の基本的な考え⽅
•何か⼀つの対策で感染リスクをゼロにできるわけではない
❌ 消毒してれば⼤丈夫
❌ マスクをしてれば⼤丈夫
❌ １メートル離れていれば⼤丈夫
❌ ワクチン打ってれば⼤丈夫

•さまざまな対策の重ね合わせでリスクを最⼩化する

個⼈の感染予防
（マスク、⼿洗い、ワクチン）

“場”の制御
（3密状況を作らない）
ハイリスクな“場”に⾏かない
（3密状況に⼊らない）

早期発⾒
早期対応

持ち込み防⽌
（体調確認、検査）
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COVID-19発⽣後2回⽬の冬に向けて

•まずはこの冬に向けて
•⾏政と医療の連携
•地域の⼒を総結集

厚労省令和元年10⽉1⽇ 事務連絡
今夏の感染拡⼤を踏まえた今後の新型コロナ
ウイルス感染症に対応する保健・医療提供体
制の整備について
今後の感染拡⼤に備えた新型コロナウイルス感
染症に係る保健所体制の整備等について
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COVID-19発⽣後2回⽬の冬に向けて

•まずはこの冬に向けて

•危機の時にしかやれないことがある
•感染対策を⽂化として⽇常に織り込む
• 医療機関、介護・⽼健施設、学校・保育園、などなど
• 届きにくいコミュニティへのアウトリーチ

•⼈員・物品・資⾦の確保
• オペレーションの整備と試⾏錯誤

•今どこまで底上げできるかで次のパンデミック対応が決まる
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